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正誤表 

  先般送付した資料について、一部誤りがございましたので、次のとおり訂正します。 

資料２ 

・14 ページ、代表となる指標「刑法犯認知件数（暦年）」 

 

誤）1529 件 

正）1498 件 

なお、上記の訂正に伴い、同指標の達成率が「39.4％」、代表となる指標の達成率平均が「72.8％」、

代表となる指標得点Ⓐが「36.4」及び総合得点が「77.7」に変動いたします。 

R7実績値 達成率

代表となる指標
得点Ⓐ

590件 1498件 39.4%

571件 590件 96.8%

防犯などの対策について心掛けていることがある市
民の割合

95.0%

特殊詐欺被害件数（暦年） 13件 48件 27.1%

指標⑥ R7目標値 R7実績値 達成率

刑法犯認知件数（暦年）

代表となる指標
達成率平均

指標⑤ R7目標値

指標③ R7目標値 R7実績値 達成率

交通事故発生件数（暦年）

指標② R7目標値 R7実績値 達成率

自転車の安全のために心掛けていることがある市民
の割合

66.2% 53.9% 81.4%

指標① R7目標値 R7実績値 達成率

セーフコミュニティに関する研修会等参加者のセー
フコミュニティに対する意識高揚度

96.4% 94.9% 98.4%

◆代表となる指標 ［配点：50点］

　セーフコミュニティの推進に向け、放置自転車禁止区域での自転車
の整理・回収や防犯カメラの設置による安心・安全対策に対して取り
組んだが、体感治安に係るアンケートの結果が前年度と比較して低下
するなど、やや遅れている結果となった。
　代表となる指標「交通事故発生件数（暦年）」については、交通安
全教室やヘルメット購入の助成等により、市民の交通安全に対する意
識の高揚を図ったことで、高い達成率で推移した一方、「刑法犯認知
件数（暦年）」及び「特殊詐欺被害件数（暦年）」については、目標
に反して実績値が上昇傾向にあるため、市民が安心・安全に暮らすこ
とができるよう、犯罪の未然防止に向けた啓発やパトロール等に一層
取り組む必要がある。

総合得点（Ⓐ+Ⓑ+Ⓒ） 総合評価 成果と課題

77.7 C
やや遅れ

36.4

72.8%

93.6%

指標④ R7目標値 R7実績値 達成率

R7実績値 達成率

指標⑦ R7目標値 R7実績値 達成率

88.9%

指標⑧ R7目標値

/100
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また、18 ページに記載の同指標の実績値及び達成率についても 14 ページと同様に変動し、施

策の方向③「防犯に対する取組の推進」に位置付ける代表となる指標達成率平均が「53.4％」に

変動いたします。 

 

  

53.4%48

96.0
実績値 90.1 89.5 89.6 90.4 90.7 88.9
目標値

％

－ 91.0 92.0 93.0 94.0 95.0

達成率 － 98.4 97.4 97.2 96.5 93.6

③ 防犯に対する取組の推進

　市民協働による防犯活動の充実を図ります。
　また、特殊詐欺の情報の周知などに取り組むとともに、警察と連携して特殊詐欺被害の未然防止に努めます。
　さらに、消費者トラブルの早期解決を図るとともに、悪質商法などに関する効果的な啓発活動の展開を図り、
消費者被害の未然防止に努めます。

代表となる指標

指標①

防犯などの対策について心掛けていることがある市民の割合

年度 現状値 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度
単位

単位

目標値
件

－ 900 810

指標②

刑法犯認知件数（暦年）

年度 現状値 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

代表となる指標
達成率平均

年度 現状値 令和３年度 令和４年度

729 656 590 531
実績値 1,259 1,131 1,102 1,262 1,385

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

39.4達成率 － 79.6

単位

目標値
件

－ 30 27

1,498
％

指標③

特殊詐欺被害件数（暦年）

73.5 57.8 47.4

19 16 13 10
実績値 31 10 38 38 40
達成率 ％ － 100.0 71.1 50.0 40.0 27.1
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・16 ページ、代表となる指標 

「セーフコミュニティに関する研修会等参加者のセーフコミュニティに対する意識高揚度」 

 

誤）94.4 

正）94.9 

なお、上記の訂正に伴い、同指標の達成率及び代表となる指標の達成率平均が「98.4」に変動

いたします（この訂正による 14 ページの総合得点等への影響はございません）。 

 
  

98.4%94.9
98.4

実績値 86.5 94.1 92.0 93.6 92.1
達成率

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和８年度
単位

93.6 94.5 95.4 96.4 97.4

令和７年度

－ 100.0 98.3 99.0 96.5

施策の方向

① セーフコミュニティの取組の推進

　セーフコミュニティの理念の下、市民や関係団体など、安全の向上を担う様々な組織と連携・協働し、事故や
けがなどのデータの収集と科学的な分析を行い、根拠に基づいた対策を実施します。

代表となる指標

指標①

セーフコミュニティに関する研修会等参加者のセーフコミュニティに対する意識高揚度

目標値

％

－ 92.7

代表となる指標
達成率

年度 現状値 令和３年度
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・104 ページ、代表となる指標、指標②「ホストタウン交流事業参加者数」 

 

誤）199 

正）142 

なお、上記の訂正に伴い、同指標の達成率が「30.2」、代表となる指標の達成率平均が「65.1」

に変動いたします（この訂正による 102 ページの総合得点等への影響はございません））。 

  

440

令和５年度令和３年度 令和４年度

100.0 100.0
実績値 87.8 88.4 98.4 72.1 100.0 100.0
目標値

％

－ 90.0 90.0 100.0 100.0

達成率

達成率 － 64.0

人

93.9

施策の方向

① シティプロモーションの推進

　住みたい、働きたい、訪れたいと思える魅力あるまちづくりを、分野横断的に推進するとともに、本市の魅力
を広く伝えるため、対象に応じた効果的な情報発信等の取組を進めます。
　また、ワーケーション等で訪れる人など、地域や地域の人々と多様に関わる関係人口を増やし、より
多様な人材が地域づくりに参画できる取組を推進します。
　さらに、東京2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を契機に、ニュージーランドのホストタウ
ンとして、歴史や文化、教育などを始めとした幅広い分野での交流により、将来につながるレガシーの創出を図
ります。

代表となる指標

指標①

あつぎの魅力創造・交流事業において、「あつぎの魅力を感じることができた」と思う事業参加者の割合

令和７年度 令和８年度
単位

年度 現状値 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

代表となる指標
達成率平均

100.0
指標②

年度

65.1%142
100.0 52.3 30.2

実績値

％

8,500 4,000 357 419 230

100.0

令和６年度

－ 98.2 100.0 72.1

ホストタウン交流事業参加者数

令和７年度 令和８年度
単位

現状値

470 500目標値 － 6,250 380 410
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資料４ 

・37 ページ、具体的な施策２、主な取組②、ＫＰＩ「刑法犯認知件数」 

 

・Ｒ７実績値 

誤）1,529 

正）1,498 

・Ｒ７達成率 

誤）100.0％（259.2％） 

正）39.4％ 

なお、上記の訂正に伴い、34 ページに記載の重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成率平均が 88.3％

に変動いたします（評価区分は「おおむね順調」から変動はございません）。 

 

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

810 729 656

1,102 1,262

セーフコミュニ
ティに関する研修
会等参加者のセー
フコミュニティに
対する意識高揚度

実績値 94.1

目標値 900

79.6% 73.5%

ＫＰＩ 現状値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

590 531

実績値 1,131

86.5％
目標値 92.7 93.6 94.5 95.4 96.4

（令和元年度）

達成率 100.0% 98.3%
(101.5%)

92.0

（令和元年度）

達成率

刑法犯認知件数
1,259件

47.4%

98.4%

1,385 1,498

具体的な施策 2 市民生活における安心・安全の向上を図る

主な取組 ② 安心・安全な環境の整備

57.8%

99.0% 98.3%

97.4

93.8 94.993.6

39.4%

重要業績評価指標
(ＫＰＩ)の達成率平均

88.3% 評価 おおむね順調


